
大田区自立支援協議会 こども部会議事録 

       文責：佐藤（渉）（事務局一部修正） 

(１) 会議の名称 大田区自立支援協議会 こども部会（第 10回） 

(２) 開催日時 平成 30年 2月 20日（火）9：30～11：3 0 

(３) 開催場所 大田区役所 ９０１会議室 

(４) 出席した委

員、事務局 

委 員 （部会長：谷村 淳子委員） 

福田 功志 宮崎 渉 志村 陽子 閑製 久美子 

加藤 治 佐藤 美香 吉田 紀代美 佐藤 渉 

小池 優子 桟敷 洋子 小野 英次郎 大岩 香代子 

区職員出席者 健康づくり課：小鳥係長、子育て支援課：本多係長 

   学務課：古野係長、指導課：秋山指導主事、教育センター：大島係長 

事務局出席者 障害福祉サービス推進担当課長：澤課長 

障害福祉課：浅沼係長、齋藤  

（５）事務局からの連絡 

  ・１/31 運営会議の報告 

          

 

（６）各委員からの情報提供 

   

 

（７）検討事項 

  ①第３回本会報告について 

こども部会での検討の成果物として、発達支援マップを資料として添付する。次年度は実際

に使用しながら、さらにブラッシュアップを図る。 

６月の大田区児童発達支援地域ネットワーク会議で発達支援マップを紹介し、各事業所で利用

してもらえると良いのではないか。そうしたこともこども部会との連携にも繋がっていくの

ではないか。 

 

  ②「発達障がい児・者支援計画」の点検評価について 

   「おおた障がい施策推進プラン」に統合されるが、こども部会として、今後も発達障がい児（者）

の施策について注視していきたい。 

 

  ③今年度のまとめと来年度に向けて 

・発達支援マップを形にすることができた。完成型ではなく進行形としての位置づけ。今後さ

らに使いやすい物にしていく。 

   ・こども部会は、各専門の立場から知恵や意見を集約できている。 

   ・相談支援部会と合同でも構わないので、事例検討会を実施すると問題意識が高まるのでは

ないだろうか。 

・次年度の検討事項や進め方等方向性を決めておくと、年度が替わり新しいメンバーになって

も年度当初からスムースに開催することができると思われる。 

 

 

 

 

 

 


